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平成１９年１月１日発行

広

自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報

編
集
後
記

●
忘
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
ね
え
。
飲
み
過
ぎ
食
べ
過
ぎ

に
ご
注
意
！
私
は
年
末
に
大
学

時
代
の
忘
年
会
に
参
加
。
オ
ヤ

ジ
や
オ
バ
サ
ン
が
集
ま
っ
た
わ

け
で
す
が
、
二
十
数
年
一
気
に

遡
っ
て
、
大
い
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

森

●
伊
豆
の
国
市
市
勢
要
覧
を
作

る
課
程
の
中
で
、
幕
末
の
韮
山

代
官
・
江
川
坦
庵
公
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
優
れ

た
先
覚
者
が
、
同
じ
郷
土
に
い

た
と
思
う
と
、
こ
の
地
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
誇

ら
し
く
思
え
て
き
ま
す
。

夏

●
県
駅
伝
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
当
日
は
晴
れ
て
、
そ
ん
な

に
寒
く
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
長
時
間
外
で
じ
っ
と
選
手

を
待
つ
の
は
意
外
と
体
に
悪
影

響
だ
っ
た
よ
う
。
後
日
、
風
邪

を
引
き
ま
し
た
。
未い

ま

だ
完
治
ぜ

ず
、
咳せ
き

と
戦
う
日
々
で
す
。
小
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50,782人

男：24,518人

女：26,264人

世帯：19,316
平成１８年１２月１日現在

伊豆の国市
人口
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市内在住の２月生まれで２～４歳までのお子さんを募集しま
す。平成１９年１月１０日（水）までに電話またはメールでお申し
込みください。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決ま
った場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 企画部企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

アンパンマンが大好きなんだ。４月
からお兄ちゃんと一緒に幼稚園に行く
のを楽しみにしているよ。

俊次さん・多江子さんの長女(四日町)

み つき

(平成１６年１月１９日生)

歌と踊りが大好きなちーちゃん。これ
からも、みんなに笑顔と愛嬌

あいきょう

をふりまい
てね。

義浩さん・由香さんの長女 (田京)

ち な み

(平成１６年１月４日生)

昭義さん・美保さんの長男・次男(山木)

け い た りょうた

(平成１５年１月２４日生)

ウルトラマンシリーズに興味シンシ
ン！！なかでもタロウは一番のお気に入
り。毎日ごっこで大暴れ～。

栄治さん・弥恵さんの次男　(四日町)

や　ま　と

(平成１６年１月１８日生)

お兄ちゃんと同じ遊びが大好きで、
とってもわんぱくな世和。みんなを和
ませてくれる優しい女の子に育ってね。

勝広さん・静香さんの長女　(三福)

せ　な

(平成１６年１月２５日生)

我が家のお笑い芸人、東亜。芸人チ
ェックに余念がありません。ただいま
新ネタ仕込み中！。

良一さん・真知子さんの次男　(古奈)

とう あ

(平成１５年１月５日生)

悪いことをするときは必ず一致団結
のふたり。いたずらもふたりですると
楽しさ倍増のようです。
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
家
族

様
お
そ
ろ
い
に
て
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
心
か
ら

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
伊
豆
の
国
市
も
誕
生
以
来
三

年
目
の
春
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
通
じ

て
参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

市
の
一
体
感
が
強
ま
っ
た
よ
う
す
が

う
か
が
え
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
亥

イ
ノ
シ
シ」
で
す
。「
猪

突
猛
進
」
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、

ま
っ
す
ぐ
に
突
進
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す

が
、
実
は
イ
ノ
シ
シ
は
二

メ
ー
ト
ル
の
柵
を
飛
び
越

え
た
り
、
急
旋
回
も
で
き

る
な
ど
機
敏
な
動
き
も
み

せ
ま
す
。
ま
た
泳
ぎ
が
得

意
な
上
に
、
嗅
覚
は
特
に

優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
変
革
の
波
が
予
想
さ
れ
る
亥

年
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
ご
と
く
嗅
覚

を
際
立
た
せ
変
化
の
状
況
を
敏
感
に

受
け
止
め
、
機
敏
な
動
き
で
業
績
を

飛
躍
さ
せ
て
幸
せ
を
呼
び
込
み
た
い

も
の
で
す
。

さ
て
、
昨
年
の
十
二
月
定
例
議
会

に
お
い
て
、
本
市
の
総
合
計
画
基
本

構
想
を
定
め
ま
し
た
。
将
来
像
は『
自

然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
ゆ
　
め

あ

る
温
泉
健
康
都
市
』で
す
。
本
市
が
伊

豆
半
島
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

の
要
衝
の
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

伊
豆
半
島
の
中
心
的
な
役
割
を
担
え

る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
戦
略

を
展
開
し
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

そ
の
戦
略
の
一
つ
は
、〈
伊
豆
半
島

の
中
心
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開
す

る『
伊
豆
半
島
交
流
軸
の
構
築
』で
す
。

市
内
に
は
伊
豆
箱
根
鉄
道
が
走
り
、

半
島
の
大
動
脈
で
あ
る
国
道
一
三
六

号
や
そ
の
バ
イ
パ
ス
、
あ
る
い
は
国

道
四
一
四
号
が
交
差
す
る
と
と
も
に
、

東
駿
河
湾
環
状
道
路
や
天
城
北
道
路

の
開
通
も
間
近
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
を
人
・
物
・
情
報
の
交
流
の
要

衝
地
と
し
て
そ
の
機
能
の
充
実
を
図

り
、
広
域
的
役
割
を
担
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

戦
略
の
二
つ
目
は
、〈
狩
野
川
〉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開
す
る『
狩
野
川
流

域
生
活
圏
の
一
体
化
』で
す
。
狩
野
川

中
流
域
を
中
心
に
自
然
や
歴
史
、
文

化
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

戦
略
の
三
つ
目
は
、〈
食
と
農
〉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
開
す
る『
安
全
、
安

心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
』で
す
。
市

内
の
食
品
残
渣
を
使
っ
た
有
機
肥
料

に
よ
る
農
作
物
を
栽
培
し
、
安
全
な

食
材
に
よ
る
地
産
地
消
を
進
め
、
市

民
は
も
と
よ
り
観
光
客
に
も
健
康
な

民
の
皆
さ
ま
、
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十

九
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
伊
豆
の
国

市
は
も
と
よ
り
、
全
国

的
に
も
自
然
災
害
の
少
な
い
一
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
十
一
月
に
異
常

気
象
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
、
今
ま
で

の
日
本
に
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
竜
巻

の
被
害
が
注
目
を
集
め
た
く
ら
い
で

済
み
ま
し
た
。
本
年
も
是
非
無
災
害

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

伊
豆
の
国
市
も
い
よ
い
よ
合
併
三

年
目
に
入
り
ま
す
が
、
現
在
の
景
気

の
動
向
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
国
に

お
い
て
は
、
景
気
拡
大
連
続
五
十
九

カ
月
で
あ
の
『
い
ざ
な
ぎ
景
気
』
を
越

え
る
新
記
録
だ
そ
う
で
す
が
、
私
た

ち
個
人
的
に
は
ま
っ
た
く
そ
の
実
感

は
な
く
、
地
方
の
景
気
回
復
は
ま
だ

ま
だ
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
十
九
年
度
予
算
の

編
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
予
算
を
組
み
、『
自

然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力
ゆ
　
め

あ
る

温
泉
健
康
都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
、

行
政
と
議
会
は
力
を
合
わ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
二
月
議
会
に
お
い
て
、
伊
豆
の

国
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
構
想
実
現

の
た
め
に
は
、

（
１
）成
果
の
見
え
る
行
政
運
営

（
２
）市
民
に
開
か
れ
た
行
政
運
営

（
３
）自
主
・
自
立
の
行
政
運
営

の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
三
点
は
ま
さ
に
我
々
議
会
に
も

そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
行
政

と
協
力
で
き
る
点
は
大
い
に
協
力
し
、

し
か
し
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
充
分

発
揮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

昨
年
北
海
道
の
夕
張
市
が
財
政
破

綻
し
、
そ
の
再
建
策
の
厳
し
さ
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
税
な
ど
は

大
幅
増
税
、
使
用
料
や
保
育
料
は
大

幅
ア
ッ
プ
。
一
方
、
七
校
あ
る
小
学

校
や
四
校
あ
る
中
学
校
を
各
一
校
に
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
体
育
館
、
図
書

館
な
ど
が
軒
並
み
廃
止
さ
れ
ま
す
。

ま
さ
に
夕
張
市
民
に
と
っ
て
は
塗
炭

の
苦
し
み
が
待
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

こ
ん
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
過
去
の
行
政
の
責
任
は

も
ち
ろ
ん
、
議
会
の
責
任
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
働
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
私
た
ち
伊
豆
の
国
市
議
会
も
他

山
の
石
と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

伊
豆
の
国
市
議
会
議
長
　
　

伊
豆
の
国
市
長

食
を
提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
、
経

済
循
環
に
よ
る
農
業
振
興
と
観
光

振
興
、
さ
ら
に
資
源
循
環
に
よ
る

環
境
対
策
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

国
と
地
方
自
治
体
は
、
三
位
一

体
の
大
改
革
の
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
心
を
一

つ
に
し
て
着
実
な
前
進
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

明

市

長
者
ケ
原
の
北
側
尾
根
に

長
く
連
な
る
「
猪
土
手

い
の
し
し
ど
て

」

（
写
真
）と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

今
年
は
亥
年

今
年
の
干
支
は
亥
い
の
し
し（
猪
）

で
す
。
猪
と
人
と
の
関
わ

り
は
、
は
る
か
縄
文
時
代

に
遡
さ
か
の
ぼり
ま
す
。
当
時
の
遺

跡
か
ら
埋
葬
さ
れ
た
猪
の

骨
が
出
て
き
た
り
、
牙
で

作
っ
た
飾
り
な
ど
も
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時

代
か
ら
家
畜
化
さ
れ
た
猪

は
改
良
さ
れ
て
豚
に
な
り

ま
し
た
。

市
内
で
も
、
こ
の
関
わ

り
を
示
す
遺
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は

こ
の
土
手
は
高
さ
約
一
メ

ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
五
メ
ー

ト
ル
で
、
外
側（
写
真
で
は

道
路
の
所
）に
堀
を
作
っ
て

い
ま
す
。
土
手
の
上
に
は

木
の
柵
が
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
堀
と
土
手
で

猪
に
作
物
を
荒
さ
れ
る
の

を
防
い
で
い
た
も
の
で
す
。

長
者
ケ
原
の
開
墾
が
始
ま

っ
た
の
は
、
明
治
二
十
年

代
で
す
か
ら
、
明
治
三
十

年
ご
ろ
に
は
作
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も

と
も
と
猪
の
棲
家
す
み
か

だ
っ
た

場
所
を
開
墾
し
て
猪
と
戦

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
入
植
当
時
の
苦
労
が
偲し
の

ば
れ
ま
す
ね
。



●医療費控除を受ける人
①平成１８年中に支払った医療費の領収書
②高額療養費、出産一時金、保険金、損害賠償金など
を受け取った場合はその金額のわかるもの
※領収書は病院や診療を受けた人ごとに仕分けして金
額を合計し、便箋

びんせん

やメモ用紙などに一覧に整理して
きてください。

●社会保険料控除を受ける人
①国民年金･健康保険などの支払い金額のわかるもの
※国民年金保険料については社会保険庁から送付され
る控除証明書の提示が必要になります。
証明書などを紛失し納付金額がわからない場合は、
社会保険庁（控除証明専用電話０５７０‐００‐９９１１）
または三島社会保険事務所（電話０５５‐９７３‐１４４４）
へお問い合わせください。

●生命保険料控除･損害保険料控除を受ける人
①保険会社等が発行する控除証明書

市で開催する所得税の確定申告全般
の受け付けは、次のとおりです。
詳しくは、広報２月１日号でお知ら

せします。

■ 三島税務署出張相談会 ■

■ 三島税務署相談会 ■
と　き 平成１９年２月６日（火）～

３月１５日（木）
※土・日・祝日を除く
９：００～１２：００
１３：００～１７：００

※所得税の確定・還付申告、贈与税・個
人事業者の消費税申告を受け付けます。
ところ 三島商工会議所
問合せ 三島税務署　

電話０５５‐９８７‐６７１１

■ 伊豆の国市役所相談会 ■
と　き 平成１９年２月６日（火）～

２月１５日（木）
※土・日・祝日を除く
９：００～１２：００
１３：００～１６：００

※会場の混雑状況によっては終了時間
前に受け付けを締め切らせていただ
くこともあります。ご了承ください。
ところ 伊豆長岡庁舎３階第１会議室
問合せ 市役所税務課　

電話０５５‐９４８‐２９１８・２９０７

●平成１８年分の給与所得の源泉徴収票または公的年金の源泉徴収票（配偶者
特別控除を受ける場合は、配偶者の所得がわかるものも必要）
●還付を受ける金融機関の口座番号がわかるもの（本人名義の口座）、印鑑、
筆記用具、計算機

●給与所得者で、医療費控除や住宅借入金等特別控除を受ける人
●給与所得者で、年の途中で退職して年末調整ができない人
●給与と年金収入、または年金収入のみの人

●障害者控除を受ける人
①障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、
戦傷病者手帳、市町村長が発行する障害者控除対
象者認定書など（本人、扶養親族分）

●住宅借入金等特別控除を受ける人
①住民票の写し
②家屋の登記簿の謄（抄）本
③家屋の売買契約書（写）などで取得価格または請
負代金を明らかにする書類
④住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
⑤住宅ローンなどにその家屋の敷地のローンも含ま
れる場合は、その土地の登記簿謄（抄）本、契約
書（写）などで土地の取得価格・年月日などを明ら
かにする書類
※増改築などの場合は、上記のほか建築確認済証
（写）、検査済証（写）、または増改築等工事証明
書なども必要です。

そ
の
場
で
確
定
申
告
書
の
提
出
も
で
き
ま
す

【問合せ】

三島税務署
電話０５５‐９８７‐６７１１

市役所税務課　
電話０５５‐９４８‐２９１８

‐２９０７

●申告書の提出は郵送でもできます。

郵送の場合は、記載事項や添付する
書類に誤りがないか確認して、直接税
務署へ提出してください。
郵送先 〒４１１‐８５５１　

三島市文教町１‐４‐３３　
三島税務署　
電話０５５‐９８７‐６７１１

●ご自宅のパソコンで、確定申告書が２４時間いつでも作成できます。

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用くだ
さい。画面の案内に従って必要項目を入力すると、簡単に所得税、消
費税（個人）の確定申告書や青色申告決算書などが作成できます。プ
リンタで印刷（白黒可）したものをそのまま提出できますので、ぜひ
ご利用ください。
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp

（⇒確定申告等情報⇒確定申告書等作成コーナー）

と　き 平成１９年２月１６日（金）～３月１５日（木）
９：００～１２：００、１３：００～１６：００　※土・日を除く

ところ 市役所伊豆長岡庁舎、韮山庁舎、大仁庁舎　
問合せ 市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９０７

平成１８年分所得税の確定申告

と　　　 き ところ

平成１９年１月２５日（木）
平成１９年１月３０日（火）

１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

函南町役場　
２階大会議室

平成１９年１月２６日（金）
市役所伊豆長岡庁舎　
３階第１会議室

平成１９年１月２９日（月）
修善寺中央公民館
第１・第２会議室

例
年
と
同
様
に
開

催
さ
れ
る
三
島
税
務

署
に
よ
る
還
付
申
告

相
談
会
と
合
わ
せ
て
、

市
で
も
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申

告
を
す
る
人
は
、
こ

の
期
間
を
利
用
し
て

手
続
き
を
済
ま
せ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。 確

定
申
告
会
場
で
は
、
書
類
審
査
に
時
間
が

か
か
る
の
で
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
税
務

署
や
市
で
は
、
書
類
審
査
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
還
付
申
告
者
を
対
象
に
還
付
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

相
談
対
象
と
な

る
人
は
、
確
定
申

告
期
間
前
で
す
が

相
談
会
場
で
申
告

書
の
記
載
・
提
出
も

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

45

平成１８年分の所得税の税額から定率
による税額を控除する「定率減税」が、
引き下げられました。
改正前　所得税の２０％相当額

（最高２５０，０００円）
改正後　所得税の１０％相当額

（最高１２５，０００円）

ここに注意！



7 6

と　き 平成１９年１月２８日（日）※小雨決行

ところ　１６：３０～湯らっくす公園

１７：３０～アクシスかつらぎふれあい広場

入場料　無料

問合せ　伊豆の国観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４

焼きそば、焼きイモ、煮込みおでん、焼き鳥、おにぎ

り、しし鍋、チョコイチゴ、シチュー、牛乳の無料配

付、牛乳、ヨーグルト、プリン等の販売、地ビール、地

場野菜、花　など

１０：１５～１１：００クッキー、イチゴシェイク作り教室（無料）

１１：１５～１２：００イチゴジャム作り教室（２００円）

１０：３０～１１：３０①イチゴ狩り体験ツアー（１，０００円）

１３：００～１４：００②　　　　　〃

バター作り体験、花の寄せ植え教室は随時行います。

※会場で参加整理券を配布する予定です。

お米、エコ米おにぎりなど

「伊豆の国市韮山農業まつり」「ＪＡ伊豆の国畜産
まつり」を行います。皆さん、ぜひご家族そろって
お出かけください。

※都合により、内容が変更になる場合があります。
ご了承ください。
問合せ 韮山支所地域振興課 電話０５５‐９４９‐６８０２

１月１３日(土)

９：３０～１４：３０

JAグリーンプラザ伊豆
の国

＊ＪＡ伊豆の国畜産
まつり１０：００～１２：

００

雨天決行

１２：００～イチゴ販売　

１３：４０～いちごチャリティー　

ステージイベント

体験イベント

イチゴ販売促進ＰＲイベント

販　売 無料配布

※韮山駅、JA伊豆の国江間支店には駐車できません。

９：３０　開会式

（市長、議長、ＪＡ組合長あいさつ）

１０：００　品評会表彰式

１０：２５ シャギリ

１０：４５ いちご早食い競争

１１：０５ 大道芸

１１：２５ 修善寺工業高校郷土芸能部（和太鼓）

１２：００ 大抽選会（午前の部）

１２：２５ 静岡ジュニアジャズ（ジャズ演奏）

１２：５５ 大道芸

１３：１５ 新春祝い餅のもちまき

１３：４０　イチゴチャリティー

１４：１０　大抽選会（午後の部）

時刻 大仁支所 長岡庁舎
JA伊豆の国
江間支店

韮山駅
会　場
到着 発車

９ 00 10 20 25 30 40
10 00 10 20 25 30 40
11 00 10 20 25 30

無料シャトルバス運行表 （往路）

時刻 会　場 韮山駅
JA伊豆の国
江間支店

長岡庁舎 大仁支所

13 40 45 50
14 40 45 50 00 10
15 00 10

（帰路）

富士宮やきそばパンの販売
パン関連加工食品の販売
輪投げパン
くじ引きパン
「パンｄｅ街づくり」アイディア募集！

田方農業高校生「巨大パンオブジェ」展示
２０日（土）…「伊豆の国」モノ知り博士は誰だ！
２１日（日）…大仁中学校吹奏楽部ミニ演奏会

ステージイベント

会場イベント
全国高校生
パンコンテスト

↓
↓

全国の高校生が、伊豆の国市特産
のイチゴ・紅ほっぺを使って「い
ちごパン」作りを競うコンテスト。

審査委員長　竹谷光司（日清製粉株式会社）

審査員　藤田弓子（女優）、江川滉二（江川

文庫理事長）、望月良和（市長）、

杉山大一（地元パン店・ダンケ）

会　場　アクシスかつらぎ

問合せ　伊豆の国パンのまちづくり

実行委員会（観光協会内）

電話０５５‐９４８‐０３０４

ばらい祭
鵺ぬ

え

伊豆長岡温泉 第４２回　

パン祖
江川坦庵公



本
人
ま
た
は
、
扶
養
し
て
い
る
人
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
の
場
合
に
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
で
、
所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
要
支
援
認
定
の
人
は
対
象
外
で
す
）。

障
害
の
程
度
と
控
除
額

要
介
護
認
定
の
状
況

に
よ
り
、
障
害
者
控

除
ま
た
は
、
特
別
障

害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
の
認
定
は
平
成

十
八
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
の
要
介
護
認

定
状
況
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
が
年

の
途
中
に
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
場
合
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
と
き

の
状
況
に
よ
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は

認
定
書
の
交
付
申
請
を
し
て
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
、
確
定
申
告
時
に
そ
の
認
定
書
を
提
示
し
て
控

除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
交
付
申
請
に
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

控除の種類
所得控除額

所得税 住民税

障害者控除

特別障害者控除

27万円 26万円

40万円 30万円

控除額

交
付
申
請
窓
口

高
齢
者
支
援
課
（
大
仁
庁
舎
内
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
韮
山
庁
舎
内
）

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
０

発
行
期
間

平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日（
月
）〜
三
月
十
五
日（
木
）

※
期
間
外
は
、
高
齢
者
支
援
課
で
の
み
発
行
し
ま
す
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
二
年
目
以
降
の
人
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
無
く
て
も
、
市
で
発
行
さ
れ
た
書
類
で
医

療
費
控
除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

対
　
象

お
む
つ
代
に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
が
二
年
目
以
降
で
、

要
介
護
認
定
者
本
人
ま
た
は
、
扶
養
し
て
い
る
人

控
除
を
受
け
る
に
は

交
付
申
請
を
し
て
発
行
さ
れ
た
書
類
を
、
確
定
申
告
の
と

き
に
お
む
つ
代
の
領
収
書
と
一
緒
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
付
申
請
に
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
時
の
書
類
の
記
載
状
況
に
よ
り
、
書
類
を
発
行
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
付
申
請
を
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
窓
口

認
定
時
の
書
類
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
高
齢

者
支
援
課（
大
仁
庁
舎
内
）で
の
み
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

障
害
者
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

●住民票の写しや証明書などの交付物

の受け取りは、市役所での受け取りと

なります。審査が終了すると市からお

知らせの電子メールが届きますので、審査結果を確認後、受け取りに来て

ください。申請、受け取りができるのは、本人か同一世帯の人に限ります。

持ち物 審査結果の通知の写し、身分が確認できるもの（運転免許証等）
受取り 【平日】各庁舎窓口（通常業務時間内）

【休日】各庁舎休日･夜間受付窓口（８：３０～１７：１５）
＊ただし、戸籍関係は平日の受け取りに限ります。

伊豆の国市では、県内の市町が共同で運営する「静岡県電子
申請共同運営協議会」に参加して、申請・届け出の一部をイン
ターネットから受け付けするサービスを平成１９年１月１１日（木）
正午から始めます。
今までの窓口や郵送での手続きに加え、自宅や職場から、休

日や夜間でも２４時間３６５日、市への手続きができるようになり
ます。サービスを利用するには、インターネットから初回利用
時に利用者登録を行い各種の申請や届け出をしてください。申
請後は、自分の行った申請の処理状況をインターネットでいつ
でも確認することができます。

行政サービスを受けるためには、

市役所の窓口まで行って、申請や

届け出などの手続きをするか、郵

送で送る必要があります。

窓口や郵送のほかに、自宅や職場から、

インターネットを利用して、いつでも

手続きをすることができます。

【問合せ】市役所情報システム課　電話０５５８‐７６‐８０１５

電子申請サービス １月１１日（木）正午スタート！！

利用者の登録

①電子申請を利用するには、まず登録が必要です。
http://www.city.izunokuni.shizuoka.jpからアクセス

手続き完了メールが届きます

②電子申請の流れの説明へ

登録が完了
電子申請の利用が可能！

②電子申請の流れを説明します。

ホームページ上から申請様式に入力・送信

到達確認メールが届きます

手続き完了メールが届きます

手続きの結果を
パソコン上で確認してください

※手続きによっては
ここで終了

申請の流れ 初めての人は①から、
登録済みの人は②から

89

と　き １月２０日（土）１９：００～
ところ あやめ会館　多目的ホール
講　師 小宮恵理子さん

農林水産省農村振興局企画部法令係長
（元内閣府男女共同参画局総務課国際機関係）

入場料 無料
問合せ

社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１
さいがいのもうてん
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そ
れ
っ
て
…

ト
レ
ー
な
の
？

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
？

市
で
は
よ
り
効
率
の
良
い
リ
サ
イ

ク
ル
の
た
め
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ

ー
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
を
分

け
て
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
回

収
さ
れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー

は
、
長
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
最
終
確

認
の
選
別
作
業
を
行
い
、
ト
レ
ー
専

用
の
再
生
・
製
造
工
場
へ
運
搬
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
加
工
し
や
す
い
よ
う

に
小
さ
い
粒
子
状
の
「
ペ
レ
ッ
ト
」

に
戻
し
、
ト
レ
ー
を
再
生
産
し
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
分
別
す
る
こ
と
で
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
は
何
度
で
も
ト

レ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
限
り

あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

「紙の日」にトレーとして

市で回収している発泡スチロールトレーとは、発泡素
材製のもので惣菜・野菜・果実・肉・魚に使用してい
る発泡スチロールトレーになります（色付きも可）。
パリッと割れて、つまようじが簡単に刺さることが発
泡スチロールトレーの特徴です。
『かみの日』に出す発泡スチロールトレーは、必ず洗
って乾かしてから出してください。

「プラスチック容器」の日に

次の容器はプラスチック容器包装になりますので
『プラスチック容器の日』に出してください。
○上縁に糊

のり

が付着しているもの
例：納豆の容器・カップ麺・しめじ容器（ラップ
が糊付けされているもの）

○容器にコーティングが施されているもの　
例：厚いフィルム上の弁当容器・即席麺容器・う
どんや牛丼などのボウル状の容器

○高発泡ポリスチレン容器のもの
例：魚箱・クッション材

～ごみの分別再点検～
発泡スチロールトレー編

カ
ッ
プ
麺
や
納
豆
の
容
器
を
眺
め
て
…

「
こ
れ
っ
て
ト
レ
ー
？
？
？
？
」
と
悩
ん
だ
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
か
？
今
日
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
に
つ
い
て
分
別
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

市では生ごみの減量化やリサイクルを進めるため、生ごみ処理機または
生ごみ堆肥化容器を購入した世帯に、購入費の補助を行っています。

補助の対象者や補助額などについては次のとおりです。
＜対象者＞
・ 伊豆の国市に住民登録があり、家庭で生ごみ処理機、または
生ごみ堆肥化容器（コンポスター）を使うことが可能な世帯。

＜補助額＞
購入金額の１／２を原則とします。
ただし、機械式生ごみ処理機は３万円を、生ごみ堆肥化容器は
３千円を限度額とします。

＜補助対象機器＞
機械式生ごみ処理機または生ごみ堆肥化容器
※ＥＭぼかしの密閉容器は対象になりません。
※ただし、平成１７年４月１日以降に購入したものに限ります。

＜対象台数＞
１世帯につき機械式生ごみ処理機または生ごみ堆肥化容器

どちらか１台までが対象となります。

※
ご
注
意

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
処
理
機
等
が
故
障
等
に
よ
り
使

用
で
き
な
く
な
り
、
新
し
く
買
い
換
え
、
補
助
金
の
申
請
を

す
る
場
合
、「
処
分
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
処
理
機
等
を
処
分
す
る
前
に
ク
リ
ー
ン
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５
　
　

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

・
保
証
書
の
コ
ピ
ー

・
商
品
の
カ
タ
ロ
グ
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

・
印
鑑

・
振
込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

（
郵
便
局
以
外
の
口
座
に
限
り
ま
す
。）

補
助
を
受
け
る
ま
で
の
手
順

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機
等
を
購
入

購
入
店
で
も
ら
う
書
類

・
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

・
保
証
書
（
購
入
し
た
店
の
署
名
入
り
）

・
商
品
の
カ
タ
ロ
グ

市
役
所
地
域
振
興
課
に
補
助
を
申
請

銀
行
等
口
座
に
補
助
金
が
振
込
ま
れ
る

補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
の
受
領

生ごみ処理機
（乾燥式）

生ごみ処理機
（バイオ式）

生ごみ堆肥化容器
（コンポスター）

環境対策ファイル１

これが「プラスチック容器」だ！

これが発泡スチロールトレーだ！
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ファミリーバドミントンは小学生から高齢者まで楽
しめるスポーツです。友達同士で、家族で楽しく参
加して、一緒に心地よい汗をかきませんか。

�日　時　毎週金曜日（全５回）１９：３０～２１：００　　
平成１９年１月１９日（金）・２６日（金）
２月２日（金）・１６日（金）・２３日（金）

�会　場 長岡南小学校体育館
�受　付 当日会場にて受け付け
�持ち物 体育館シューズ、運動のできる服装、タ

オル、飲物等
�参加料 無料
�指導者 伊豆の国市体育指導員
�問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

伊
豆
の
国
市
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
は
、
伊
豆
の
国
市
誕
生
に
伴

い
、
旧
三
町
に
あ
っ
た
町
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
合
併
し
て
で

き
た
組
織
で
す
。
昨
年
か
ら
共
に
活

動
し
、
市
内
高
校
生
の
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
七

日
（
土
）
十
八
時
三
十
分

か
ら

●
会
場
　
韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

●
内
容
　
市
内
出
身
高
校
三
年
生
の

表
彰
（
十
二
カ
年
皆
勤
賞

や
全
国
大
会
や
県
大
会
等

で
上
位
入
賞
な
ど
活
躍
し

た
生
徒
の
表
彰
）

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

静
岡
県
立
修
善
寺
工
業
高

等
学
校
郷
土
芸
能
部
天
城

連
峰
太
鼓
の
公
演

●
入
場
　
無
料
（
事
前
申
し
込
み
も

不
要
で
す
）

●
問
合
せ
　
社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

気軽に楽しむことのできる軽スポーツで日ごろの
運動不足を解消しましょう。未経験でも大丈夫。友
達同士で・家族で楽しく参加してみませんか。個人
での参加も歓迎します。
�日　時 第２・４土曜日（全４回）１９：３０～２１：００

平成１９年１月１３日（土）・１月２７日（土）
２月２４日（土）・３月１０日（土）

�会　場 韮山小学校体育館
�受　付 当日会場にて受け付け
�持ち物 体育館シューズ、運動のできる服装、タ

オル、飲物等
�参加料 無料
�指導者 伊豆の国市体育指導員
�問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

「ファミリーバドミントン」は、伊豆の国市
と姉妹都市の長岡京市で生まれたスポーツです。
ラケットはシャフトを短いものに、シャトルはスポンジボ

ールをつけたもので、滞空時間を長くすることによって空振
りを少なくし、誰でもが手軽にできるスポーツになりました。
子供からお年寄りまで、「誰もが、いつでも、どこでも、

自分の好みや能力に合わせて、気軽に楽しめる」のが、ファ
ミリーバドミントンの特徴であり、仲間との交流、家族との
ふれあい、健康・体力つくりなど、さまざまな目的で楽しま
れています。

育
成
大
会

を
開
催
！
伊豆の国市高等学校
PTA連絡協議会

【特徴】
①誰でも手軽に、安い費用でできる。
②バドミントンコートを使用するため、ほとんどの体育館でプレーできる。
③バドミントンと比べて、初めての人でも容易にプレーできる。
④ラケットのシャフトが短いため、手のひらで打つようにシャトルが打てる。
⑤スポンジボールに羽根がついているため、スピードが抑えられ、スマッシ
ュが禁止されているので、初めての人でもラリーが続く。

韮山小学校体育館 長岡南小学校体育館

男女共同参画講座・公民館講座 

明けましておめでとうございます！
本年も、楽しくて、ためになる講座や教室をたく

さん開催しますので、ふるってご参加ください！

申込み 各講座とも締め切り日までに社会教育課へ電話で
お申し込みください（定員になり次第締め切り）。

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

事業名
カラーコーディネート講座
（配色レッスン）

ウォーキング講座
カラーコーディネート講座
（カラー診断）

エレガントなのに、シ
ェイプアップ効果もあ
る歩き方、あなたを美
しく健康にしてくれる
歩き方を学びましょう。

内　容

冬は寒いけど、おしゃ
れがとても楽しい季節。
カラーコーディネート
を学んで、今年はワン
ランク上のおしゃれを
目指してみましょう。

平成１９年２月３日（土）
１３：３０～１４：３０

あなたの魅力を引き出
してくれる、自分にあ
った色を見つけてみま
しょう。

長岡体育館

と　き
平成１９年１月２４日（水）

１９：００～２０：３０

一般成人

平成１９年１月２６日（金）
１０：００～１２：００

３００円

ところ あやめ会館

辻恵さん
（プロトコールインストラクター）

あやめ会館

３０人

対　象 一般成人

室内履き
（ミュール、ブーツは不可）

一般成人

平成１９年１月３０日（火）

参加料
（材料費）

１，３００円
（教材費込み）

キムチ作り教室

８００円
（教材費込み）

おいしいキムチを作っ
てみよう。おつまみや
おかずにどうぞ！今回
の講座では、皆さんが
作ったキムチでビビン
バ作りにも挑戦！

講　師 辻恵さん
（カラー・イメージコンサルタント）

平成１９年２月１９日（月）
１０：００～１２：００

辻恵さん
（カラー・イメージコンサルタント）

あやめ会館

定　員 ２０人

一般成人

２０人

９００円

持ち物 のり・はさみ・筆記用具

八木暁子
（健康づくり課）

筆記用具

２０人

締切り 平成１９年１月１７日（水）

エプロン・ふきん・キム
チ持ち帰り用タッパ

平成１９年１月２２日（月） 平成１９年２月１３日（火）

入場料 無料

＊駐車場がせまいので、できるだけ公共交通機関を利用ください。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

【あらすじ】潜水艦（わだつみ６５００）のパイロット・小野寺俊夫（草なぎ剛）は、
地球科学博士・田所雄介（豊川悦司）の指揮のもと、同僚パイロットの結城（及川
光博）と共に深海調査に参加していた。その結果、小野寺は驚愕の事実を知る。
海底プレートの急速な沈降で、日本列島はわずか１年後に沈没する。日本の危
機を訴える田所に、ほかの科学者たちは「聞くに値しない暴言」と一蹴する…。

第３回

親子映画
上映会

と　き 平成１９年１月２１日（日）
【第１回】１０：００～【第２回】１３：３０～

ところ 大仁市民会館大集会場
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十
一
月
二
十
三
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
三
日
間
、

韮
山
時
代
劇
場
で
伊
豆
の
国
市
音
楽
祭
２
０
０
６
「
韮
山

時
代
劇
場
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
合
計
約
六
百
五
十
人
が
来
場
。
出
演
者
は

合
計
百
二
十
人
と
大
規
模
な
も
の
に
な
り
、
国
内
の
ト
ッ

プ
プ
ロ
や
近
隣
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
テ
ー
ジ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
観
客
は
、
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
っ
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、
ジ
ャ
ズ
一
色
の
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
、
平
成
十
八

年
度
花
咲
く
し
ず
お
か
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
小
坂
緑
化
美
化
委
員
会
が
職

場
・
地
域
の
部
で
優
良
賞
（
静
岡

県
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
坂
公
民
館
付
近
の

国
道
四
一
四
号
沿
い
の
歩
道
に
整

備
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
が
、
味
わ

い
の
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
歩
道
に

温
か
さ
や
優
し
さ
を
出
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同

会
は
「
今
後
も
こ
の
栄
誉
を
ば
ね

に
さ
ら
な
る
活
動
に
取
り
組
み
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

プ
ロ
・
ア
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

韮
山
時
代
劇
場
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
一
月
二
十
四
日
、
第
十
九
回

静
岡
県
都
市
景
観
賞
の
表
彰
式
が

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
、
蛭
ヶ

島
公
園
が
「
ふ
る
さ
と
し
ず
お
か

部
門
・
優
秀
賞
（
静
岡
県
建
築
住

宅
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
賞
）」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、地
域
の
自
然
景
観
、

歴
史
、
文
化
な
ど
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
景
観
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
も
の
。
こ
の
公
園
一
帯
が
源

頼
朝
が
配
流
さ
れ
旗
揚
げ
を
す
る

ま
で
を
過
ご
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

場
所
で
あ
る
と
い
う
歴
史
物
語
へ

の
配
慮
と
、
周
囲
の
自
然
景
観
と

の
調
和
に
評
価
を
受
け
て
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

「
蛭
ヶ
島
茶
屋
」
が
建
築
さ
れ
た

こ
と
で
、
韮
山
地
区
の
歴
史
散
策

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点

も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

地元産のそば好評
浮橋そばの里まつり

十
一
月
二
十
二
日
、

神
島
区
に
（
社
）
日

本
治
山
治
水
協
会
・

日
本
林
道
協
会
か
ら

日
本
林
道
協
会
長
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
神
島
区

が
区
内
に
あ
る
林
道

城
山
線
を
「
自
分
た

ち
の
林
道
は
自
分
た
ち
で
管
理
す
る
」
と
い
う
姿
勢
の
中
で
、
年

二
回
、
路
線
沿
い
の
草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。
区
長
は
、「
今
後
も
、
受
賞
を
受
け
た
こ
と
に
満

足
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
林
道
と
い
う
意
識
で
、
継
続
的
に
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

１２月１０日、浮橋そばの里まつりが浮橋公民館跡地
で行われ、そばを求める人たちが詰めかけました。
このお祭りは、毎年浮橋産のそば粉を使用し、浮橋

区民によって行われている収穫祭。そばや猪肉カレー、
もち、農産物の販売などが行われました。当日、冷え
込む会場では、温かいそばやサービスの豚汁を多くの
人たちが味わっていました。

１１月２２日、韮山、大仁両ジュニアテニスクラブの選手たちが
市長を訪れ、全国大会出場を報告しました。
訪れたのは、３月２９日（水）～３１日（土）に千葉県で行われる

全国小学生ソフトテニス大会女子４年生以下に出場する、池谷実
優さん・梅原奈央さんペア（韮山ジュニア）。さらに、１２月２３・
２４日に埼玉県で行われた第５回ＫＥＮＫＯＣＵＰ全国ジュニア
ソフトテニス大会に女子団体の県代表として出場した池谷真優さ
ん、梅原千尋さん、半田若菜さん（韮山ジュニア）と菊地莉果さん、
森本理恵子さん（大仁ジュニア）。選手たちは、少し緊張しながら
も、市長からのアドバイスを真剣に聞いていました。

喜びの
受賞続々

県内６１件の応募の中から優秀賞に選ばれた「蛭ヶ島公園」

目線を意識した高さに飾られたプランター 美しく整備された林道城山線

神
島
区
の
林
道
管
理

小
坂
緑
化
美
化
委
員
会

蛭
ヶ
島
公
園

２６日：演奏でたどるジャズ１００年の歩み

２３日：楽しいジャズ～ＧＯＯＤＤＡＹー ＧＯＯＤＴＩＭＥ～ ２５日：吹奏楽とビックバンドの饗宴

全国大会出場を報告 小学生ソフトテニス

全国大会出場を決めた選手たち

十
二
月
二
日
、
静
岡
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
静
岡

市
で
行
わ
れ
、
伊
豆
の
国
市
は

市
の
部
で
十
五
位
で
し
た
。

七
月
か
ら
練
習
を
重
ね
た
選

手
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
持

ち
前
の
力
を
発
揮
し
、
二
時
間

二
四
分
四
二
秒
で
ゴ
ー
ル
。
ま

た
、
千
五
百
㍍
走
で
は
、
山
村

和
輝
く
ん
（
韮
山
小
）
が
五
分

九
秒
四
四
で
し
た
。
全
力
で
走

り
き
っ
た
選
手
た
ち
に
、
沿
道

や
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
仁
産
業
祭
で
乳
牛
の
基
礎

牛
の
名
前
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

百
七
点
の
中
か
ら
「
イ
ズ
ノ
ク

ニ
・
メ
イ
ピ
ー
ス
・
リ
ー
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。

命
名
者
は
、
田
原
野
出
身
の

武
田
久
美
子
さ
ん
（
神
奈
川
県

在
住
）
で
、
二
歳
半
の
娘
の
渚

紗
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
名

前
で
す
。

十
二
月
十
一
日
、
市
長
公
室

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
酪
農
組

合
か
ら
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

乳
製
品
の
詰
め
合
わ
せ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
子
牛
は
、
大

美
伊
豆
牧
場
で
生
ま
れ
、
現
在

は
田
中
山
の
渡
辺
稔
さ
ん
が
飼

育
し
て
い
ま
す
。

多くの人たちに、できたてのそばが振る舞われました

市の部１５位
市町村対抗駅伝競走駅伝大会

伊豆の国市の代表選手たち

基
礎
牛
の
名
決
定

イ
ズ
ノ
ク
ニ
・
メ
イ
ピ
ー
ス
・
リ
ー

表彰を受ける武田さん親子
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ピ
ー
コ

ピ
ー
ス
ケ

問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

あ
な
た
の
干
支
は
何
で
す
か
？
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
、
今
年
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

私

月 件数 死者 傷者

１１月 ３０ ２ ３６
１～１１月 ３６２ ７ ４９６伊豆の国市内

１１月２９日、２件の交通死亡事故が発生。運転者は
安全速度での運転を、歩行者は反射材着用と横断歩
道利用を徹底しましょう。（大仁警察署交通安全指導員）

（
市
内
在
住
・
無
事
故
歴
25
年
の

角
田
さ
ん
／
男
性
）

が
安
全
運
転
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
、
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る

悲
惨
な
事
故
は
毎
日
の
よ
う
に
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
車
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
運
転

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
無
理

な
追
い
越
し
を
し
な
い
こ
と
、
カ

ー
ブ
で
は
充
分
減
速
を
す
る
こ
と

&

A J

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

A J

16

安全で安心なまちを
目指して

伊豆の国市交通安全対策協議会長

伊豆の国市長　　望月　良和

伊豆の国市が安全で安心なまちを形成すること
は市民の願いです。その実現に向け、市民が相互
理解と思いやりをもって行動する共生の交通社会
の形成を図ることが必要であり、そのためには交
通事故防止が重要な課題となります。

交通事故の防止のためには、思いやりや余裕を
持った運転が求められることから、自らの意識改
革が必要となり、行政、学校、家庭、職場、団体、
企業等が役割分担しながら連携を強化するととも
に、市民一人ひとりが交通安全活動に参加し、協
働していくことが大切です。

さらに、「伊豆の国市安全で安心なまちづくり条
例」の制定により、交通事故や犯罪等の被害者に
ならないよう、地域の安全として考えていき、防
犯活動の場も活用して交通安全を呼びかけ、安全
で安心なまちづくりを総合的に推進していきたい
と考えています。

は
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

二
、
脇
見
運
転
を
し
な
い

「
運
転
中
の
車
は
ス
ピ
ー
ド
が

出
て
い
る
の
で
、
目
を
離
し
た
一

瞬
に
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
」
…
こ
の
様
な
意
識
を

持
つ
だ
け
で
も
、
事
故
は
防
げ
る

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
こ
の
二
つ
を
心
し

て
も
ら
い
、
事
故
を
少
し
で
も
な

く
し
た
い
も
の
で
す
。

楽器の解説などを交えながら、大人から子どもまで誰でも
気軽に楽しめるクラシックコンサート。会場には親子優先席
を設けます。どうぞお子さんと一緒にご来場ください。

●会　場 韮山時代劇場大ホール（全席指定）
●出　演 三遊亭金馬、三遊亭金時、三遊亭小円歌、三遊亭時松
●チケット ３，０００円　※未就学児の入場不可
●問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

新春　伊豆の国寄席新春　伊豆の国寄席

おなじみのイソップ物語がオペラになりま
した。子どもから大人まで楽しめるファミリ
ーオペラ。どうぞ、お子さんと一緒にご来場
ください。

●日　時 平成１９年３月２５日（日） 開場１３：３０　開演１４：００
●会　場 韮山時代劇場大ホール（全席自由）
●出　演 静岡室内歌劇場、小林教子、大村奈緒美（ピアノ）
●チケット 一般１，０００円／中学生以下５００円
●問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

恒例の新春寄席。今回は、三遊亭金馬さん、
金時さんの親子落語家が登場。女流三味線漫
談もあります。新春のお
笑いを韮山時代劇場でお
楽しみください。

三遊亭金馬

第５回第５回 狩野川クラシックコンサート狩野川クラシックコンサート
～ちょっと気軽にクラシック～

ファミリーオペラファミリーオペラ ～イソップオペラ３部作～

●日　時 平成１９年１月２１日（日）
【昼の部】開場１４：３０　開演１５：００
【夜の部】開場１７：３０　開演１８：００

●資格 どなたでも（１世帯につき１人。
会員証は同世帯の全員で使用可
能。）

●定員 ４００人（申し込み多数の場合は
抽選。）

●特典

①自主事業チケットの先行販売（一般
発売日１週間前から４枚まで購入
可。）
※チケット先行販売枚数はアクシスか
つらぎ４００枚、韮山時代劇場２００枚。
②自主事業の事前案内等の発送
③自主事業のチケット割引き（先行販
売時に限り、チケット２枚まで
１００円引きで販売。）
④その他、必要に応じて設けられた特
典など。

●入会金 １，０００円
●会員期間 平成１９年４月１日～平成２０

年３月３１日までの１年間
●申込み 平成１９年２月２８日（水）まで

に、アクシスかつらぎ、韮山
時代劇場にある申込用紙に必
要事項を記入し、両会館の窓
口か郵送で申し込み。
※申し込みは一世帯１人のみ。
※郵送は、２月２８日（水）必着。

●問合せ　アクシスかつらぎ　

電話０５５‐９４８‐０２２５

韮山時代劇場　

電話０５５‐９４９‐８６００

1月12日 
（金） 
1月12日 
（金） 

平成１９年４月１日か
ら「新友の会」がスター
トします。自主事業の事
前イベント情報や先行販
売などの特権がありま
す。ぜひご入会ください。

●日　時 平成１９年３月１１日（日） 開場１３：３０　開演１４：００
●会　場 アクシスかつらぎ大ホール（全席自由）
●出　演 仲戸川智隆（フルート）／小林教子

（ソプラノ）／大村奈緒美（ピア
ノ）／静岡交響楽団（コンサートマ
スター沼田園子ほか２４人）

●チケット ５００円（料金一律）
●問合せ　アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

1月12日 
（金） 
1月12日 
（金） 

出会い頭に注意！
ね

年の人

歩行者に注意！
うし

年の人

安全不確認に注意！
とら

年の人

追突に注意！
う

年の人

脇見運転に注意！
たつ

年の人

前方不注視に注意！
み

年の人

カーブの走行に注意！
うま

年の人

通勤・通学に注意！
ひつじ

年の人

交差点での追突に
注意！

さる

年の人

信号・交差点に
注意！

とり

年の人

夜間の運転に注意！
いぬ

年の人

スピードの出し過ぎ
に注意！

い

年の人

ス
ピ
ー
ド
は

ひ
か
え
め
に
!!

〈新年のあいさつ〉
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その２１

指定文化財紹介シリーズ７

国指定重要文化財
江川家住宅

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

十
一
月
一
日
号
で
紹
介
し
た
と

お
り
、
江
川
家
住
宅
（
建
造
物
）

は
史
跡
韮
山
役
所
跡
と
二
重
に
指

定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
代
々
代
官
を
務
め
た

江
川
家
の
建
物
群
で
、
十
五
棟
が

重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
本
指
定
建
物
　
計
七
棟
】

①
主
屋
…
十
五
間
×
十
間
、
五

二
二
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
き

さ
で
、
屋
根
は
茅
葺
き
で
す
が
昭

和
三
十
八
年
の
修
理
工
事
で
銅
板

が
被
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建

物
は
主
に
江
戸
時
代
の
部
材
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
南
北

朝
時
代
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
内
部
に
は
大
き
な
土

間
が
あ
り
、
室
内
は
式
台
、
玄
関
、

塾
の
間
、
使
者
の
間
、
控
え
の
間
、

時
計
の
間
、
お
茶
の
間
、
台
所
な

ど
多
く
の
部
屋
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
土
間
に
入
る
と
、
生
き
た
ま

ま
の
木
を
使
っ
た
と
言
わ
れ
る
生

き
柱
、
屋
根
全
体
を
支
え
る
四
天

し
て
ん

柱ち
ゅ
う
や
屋
根
裏
の
繊
細
な
竹
矢
来

た
け
や
ら
い

に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

②
書
院
…
主
屋
の
奥
に
連
な
る

十
二
畳
の
茅
葺
き
建
物
。
江
戸
時

代
の
建
物
で
、
こ
こ
か
ら
の
内
庭

の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
明
治
天

皇
の
皇
后
、
昭
憲
皇
太
后
が
御
休

み
に
な
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

③
仏
間
…
江
川
家
代
々
の
先
祖

を
祀
る
建
物
で
、
主
屋
か
ら
渡
り

廊
下
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
建
物
で
四
四
・
二
八
平
方

メ
ー
ト
ル
の
茅
葺
き
。

④
東
蔵
…
明
治
時
代
の
土
蔵

ど
ぞ
う

で
、
屋
根
は
桟
瓦

さ
ん
が
わ
ら

葺
き
。
四

四
・六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
二
階

建
。⑤

肥
料
蔵
（
西
蔵
）
…
江
戸
時

代
末
の
土
蔵
で
、
屋
根
は
茅
葺
き

置
き
屋
根
の
兜
造

か
ぶ
と
づ
く
り
と
い
わ
れ
る

特
殊
な
も
の
。
庇
の
屋
根
が
伊
豆

石
（
凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

）
で
葺
か
れ
て
い
る

の
も
珍
し
い
で
す
。
こ
の
建
物
は

二
階
建
て
で
す
が
、
す
べ
て
の
柱

が
内
側
に
少
し
傾
い
て
い
る
四
方

し
ほ
う

転
び
（
お
寺
の
鐘
楼

し
ょ
う
ろ
う

の
よ
う
な
構

造
）
に
な
っ
て
お
り
、
正
面
か
ら

見
る
と
将
棋
の
駒
の
よ
う
に
見
え

る
た
め
、
駒
蔵
の
別
名
が
あ
り
ま

江川家住宅の概要

文
化
協
会

だ
よ
り
本　部

No.１２
す
。⑥

武
器
庫
…
江
戸
時
代
末
の
木

造
建
物
で
、
一
九
・
九
八
平
方
メ

ー
ト
ル
の
瓦
葺
き
。
火
薬
の
原
料

や
武
器
（
足
柄
県
の
銃
）
な
ど
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。
爆
発
や
火
災

の
危
険
性
が
が
あ
る
た
め
、
主
屋

か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑦
表
門
…
江
戸
屋
敷
に
あ
っ
た

も
の
を
移
し
た
も
の
で
、
安
政
年

間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
武
家
の

屋
敷
に
ふ
さ
わ
し
い
薬
医
門

や
く
い
も
ん

で
、

切
妻
造
、
桟
瓦
葺
き
。

【
附
指
定
建
物
　
計
八
棟
】

⑧
南
米
蔵
…
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
二
九
・
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル

の
土
蔵
で
、
屋
根
は
桟
瓦
葺
き
。

正
面
に
庇
が
付
く
。
展
示
室
と
し

て
公
開
中
。

⑧
北
米
蔵
…
大
正
時
代
に
作
ら

れ
た
三
四
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

の
土
蔵
で
、南
米
蔵
に
近
似
す
る
。

床
面
に
は
当
時
と
し
て
は
貴
重
だ

っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
残

さ
れ
て
い
る
。

⑩
裏
門
…
江
戸
時
代
に
造
ら
れ

た
も
の
で
、
薬
医
門
。
両
側
に
袖

塀
が
付
く
。富
士
山
が
眺
め
ら
れ
、

谷
文
晁
が
こ
こ
か
ら
富
士
を
描
い

た
こ
と
で
有
名
。

⑪
鎮
守
社
…
裏
山
の
中
に
あ

り
、
江
戸
時
代
前
期
の
建
造
。
天

満
宮
に
八
幡
神
を
合
祀
す
る
。
こ

け
ら
葺
き
。

⑫
土
塀
・
板
塀
…
主
屋
や
表
門

か
ら
延
び
て
、
屋
敷
内
を
区
画
し

て
い
る
塀
。

こ
れ
ら
建
物
群
の
う
ち
、
主
屋

の
一
部
と
南
北
米
蔵
は
江
川
家
ゆ

か
り
の
品
々
を
展
示
し
公
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
内
庭
で
は
回
遊

式
庭
園
の
園
池

え
ん
ち

や
、
千
利
休
が
初

め
て
こ
こ
の
竹
で
竹
花
入

た
け
は
な
い
れ

を
作
っ

た
と
い
う
、「
韮
山
竹

に
ら
や
ま
だ
け

」
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
通
常

は
非
公
開
で
す
の
で
、
特
別
公
開

の
時
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
土
・
日
・
祭
日
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
く
れ

ま
す
。
毎
週
水
曜
日
と
年
末
・
年

始
は
休
館
。
入
場
料
は
、
市
民
は

半
額
で
す
の
で
、
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

名　称 国指定重要文化財（建造物）
「江川家住宅

えがわ けじゅうたく

」
指定年月日 昭和３３年５月１４日

（追加指定 昭和１３年３月２７日）
指定建物数 １５棟　

本指定：主屋、書院、仏間、東蔵、肥料
蔵（西蔵）、武器庫、表門

附指定：南米蔵、北米蔵、裏門、鎮守社、
土塀、板塀３

所在地 伊豆の国市韮山韮山１番地
所有者 財団法人 江川文庫
管理者 財団法人 江川文庫　　
指定面積 １２，３０２㎡
時　代 中世～近代
見学料金 史料館セット　大人４００円

江川邸単独　　大人３００円
（※市民はいずれも半額）

問合せ 江川文庫公開事務所
電話０５５‐９４０‐２２００

こ
の
た
び
、

文
化
協
会
に

「
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー

の
会
」
が
加

入
し
ま
し
た
。

プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー

と
は
、
生
花

に
特
殊
な
加
工
を
施
す
こ
と
で
、

長
く
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
お
花

の
こ
と
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

土
屋

電
話
０
５
５（
９
４
９
）１
５
４
３

『江川家住宅』建造物等配置図

⑦表門

①主屋

⑥武器庫

②書院

④東蔵

内庭

③仏間

⑤肥料蔵

⑧南米蔵、北米蔵

韮山郷土史料館（セット見学可）

⑩裏
門

券売所

⑪鎮守社

一部
公開

期間
公開

公開

公開

⑫
板
塀
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ど
も
た
ち
を
対
象
と
す
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
僕
は
、
首
都
リ

ロ
ン
グ
ウ
ェ
か
ら
南
へ
二
百
㌔
ほ

ど
離
れ
た
県
の
役
所
の
ユ
ー
ス
ク

ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
マ
ラ
ウ
イ
で
は
、
ユ
ー
ス

ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
が
全
国
各
地

に
存
在
し
、
主
に
エ
イ
ズ
の
予
防

啓
発
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
い
う
と
青
年

団
み
た
い
な
も
の
で
、
別
に
職
業

を
も
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
は
職
も

な
く
、
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
れ

ば
何
か
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

我
が
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、

県
内
百
五
十
の
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で

最
も
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
パ

ソ
コ
ン
が
二
台
、
テ
レ
ビ
と
ビ
デ

オ
が
一
台
ず
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
バ
ス
ケ
や
バ
レ
ー
の
ボ
ー

ル
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
援
助
団
体
か
ら
の
寄

贈
品
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
設
備

が
整
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
県
内
に

は
な
く
、
ほ
と
ん
ど

の
ク
ラ
ブ
は
セ
ン
タ

ー
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
恵
ま
れ
た

環
境
を
い
か
に
有
効

活
用
す
る
か
が
僕
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

思
い
出
す
、
は
じ
ま
り
の
日

赴
任
初
日
、
さ
っ
そ
く
自
己
紹

介
を
兼
ね
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
議
題
と
し
て
出
て

き
た
の
が
、
施
設
の
改
築
、
ス
ポ

ー
ツ
用
具
の
購
入
、
そ
し
て
各
種

活
動
の
資
金
援
助
の
話
。彼
ら
は
、

外
国
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来

る
＝
資
金
援
助
が
受
け
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
僕

の
配
属
先
だ
け
に
限
ら
ず
、
初
め

て
協
力
隊
が
入
る
発
展
途
上
国
全

般
に
言
え
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
我
々
協
力
隊

員
が
自
由
に
使
え
る
お
金
は
な

く
、
あ
く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ

て
い
る
技
術
や
知
識
を
教
え
る
、

と
い
う
よ
り
は
共
有
す
る
こ
と
が

任
務
な
の
で
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
か
っ
こ
い
い
こ

と
を
言
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
知
識
っ

て
何
？
正
直
、
僕
に
何
が
で
き
る

の
か
？
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

か
？
そ
ん
な
不
安
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。（
つ
づ
く
）

今
回
は
、
僕
の
青
年
海
外
協
力

隊
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

僕
の
使
命
っ
て
…
？

協
力
隊
に
は
七
つ
の
分
野
、
約

百
二
十
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ

り
ま
す
。
僕
は
青
少
年
活
動
と
い

う
職
種
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
あ

ま
り
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
職
種
で

す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
青
少
年

（
十
代
〜
二
十
代
前
半
）
た
ち
の

健
全
育
成
の
サ
ポ
ー
ト
が
仕
事
で

す
。
国
や
配
属
先
に
よ
っ
て
、
孤

児
院
で
活
動
す
る
人
、
地
域
の
子

現地の青少年担当者と（上）
たまには大人の輪の中で（下）

ＺＩＫＯＭＯ…マラウイ語で「どうも」の意味

第８回
私の活動（その１）

青年海外協力隊・佐藤健太の

配属先のユースセンター（上下）

申請場所 高齢者支援課（大仁庁舎）、伊豆長岡・韮山庁舎市民サービス課
（受付時間　月～金曜日８：３０～１７：１５　木曜日は１９：００まで延長）

申請期間 平成１９年１月４日（木）～１月３１日（水）
持 ち 物 印鑑・振込先の通帳（郵便局の通帳は不可）・申請書（申請書の送付

があった人のみ）

市
で
は
、
要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に

対
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
「
介
護
手
当
」
を
七
月

一
日
と
一
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
一
月
一
日
の
基
準
日
に
、
対
象
と
な
る

と
思
わ
れ
る
人
に
す
で
に
通
知
を
出
し
ま
し
た
の
で
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
一
月
に
入
っ
て
も
通
知
が
来

な
い
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資格の基準日 毎年７月１日・１月１日（年２回）

支給額 １回当り６０，０００円

支給対象 次の①～③に該当する要介護者と６カ月間以上同居し、

生計を同じくしている介護者
①基準日の６カ月前より伊豆の国市に在住している人
②介護保険制度の要介護認定が、基準日前６カ月間継続して要介護３
～５に該当していると認められた、またはそれに相当する寝たきり
や認知症の人
③入院・施設入所・短期入所等の日数が、基準日前６カ月間に４５日
以下の人

の
支
給

問合せ　高齢者支援課

電話０５５８‐７６‐８０１１

介介介介
護護護護
手手手手
当当当当
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今月の

新着本

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　１月１日（月）～４日（木）
８日（月）･９日（火）
１５日（月）･２２日（月）
２６日（金）･２９日（月）

【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　１月１日（月）～５日（金）
８日（月）･２６日（金）

【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　１月１日（月）～４日（木）
８日（月）･１５日（月）
２２日（月）･２６日（金）
２９日（月）

問合せ

｢人生で大切なことは、

海の上で学んだ｣

白石康次郎

大和書房

自分を信じて進路をひ
らけ！史上最年少ヨット単独無寄港
世界一周を果たした冒険家が語る夢
と挑戦。壁はある。それでも夢はか
なう。 【韮山図書館所蔵】

「中原の虹 第一･二巻」

浅田次郎／講談社

親も家もない貧しい青
年、張作霖は、ある日
老占い師に告げられる

「汝、満洲の王者たれ」と。近代中
国を舞台に馬賊たちの躍動と衰えゆ
く王朝を壮大なスケールで描く。以
後続巻。 【中央図書館所蔵】

｢貝の子プチキュー｣   

作／茨木のり子

絵／山内ふじ江

福音館書店

作者が詩を書き始める前、１０代の
終わりに書いた童話は長い年月をか
けて美しい絵本となった。きらめく
宝石のような物語と絵画のハーモニ
ー。 【長岡図書館所蔵】

深田道夫は証券会社の実直な財務
部長。その誠実さゆえに処理を任
された隠し口座を残して社長が急
逝したことから人生が狂い始める。
全納税者におくる経済小説巨編。

【長岡図書館所蔵】

「タックスシェルター｣
幸田真音

朝日新聞社

｢ある陪審員の四日間｣   

Ｄ･グレアム･バーネット

河出書房新社

私は陪審室で互いに叫
び、罵り、中傷し、抱

き合って泣く陪審員たちを予想もし
ていなかった…。殺人事件の詳細を
検討し、議論を戦わせ、評決を出す
までの記録。 【中央図書館所蔵】

｢還らざる道｣   

内田康夫

祥伝社

行く先も目的も告げず
男は旅立った。二度と

帰らない覚悟で…。男が辿
たど

った道を
求めて、浅見光彦は、三州、吉備、
木曽へ。推理の旅から浮上する過去
の秘密とは？　　【中央図書館所蔵】

などなど、本についての相談を受けて、皆さんが必要な本にた
どりつくようお手伝いするのが「レファレンス・サービス」です。
市立図書館に資料がない場合は、県立図書館などから取り寄せ

ることもできます。本についてわからないことがあったら、どう
ぞお気軽に声をかけください。

【ほかにもこんなこと…】
●家紋を確認したい
●童謡の二番の歌詞を知
りたい
●病院で言われた病名に
ついて知りたい
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お・知・ら・せ

不用品活用バンク

温泉マイスター養成講座
（入門講座）の受講者
県東部健康福祉センターでは、温

泉を活用した健康づくりをすすめる
ための、温泉マイスター養成講座
（入門講座）の受講者を募集します。
とき／２月６日（火）・７日（水）
１０：００～１６：００　ところ／アクシ
スかつらぎ多目的ホール　対象／温
泉を活用した健康づくりに関心を持
つ人（定員６０人） 募集期間／１月
４日（木）～２６日（金）※先着順、
定員になり次第終了。 参加料／無
料　申込み・問合せ／県東部健康福
祉センター健康増進課　電話０５５‐
９２０‐２１１２

県立沼津工業高等学校
定時制の課程専修コース
募集学科・定員／工業技術科・建

築コース・１５人　志願資格／高等
学校を卒業した人または平成１９年
３月に高等学校卒業見込みの人（性
別・年齢不問） 願書等請求／本校
事務室にて配布　願書受付／３月９
日（金）～１６日（金）※本人が来校
して出願、土日を除く　検査のと
き／３月２２日（木） ところ／県立
沼津工業高等学校　問合せ／県立沼
津工業高等学校（定時制の課程）
電話０５５‐９３１‐０３４３　

県立沼津盲学校
保健理療科入学者

募集学科／保健理療科（３年課程
で、あんま・マッサージ・指圧師の
国家試験受験資格が得られます）
入学資格／中学校卒業または同等の
学力があると認められる視覚に障害
を持つ人　入学願書請求／１月１５
日（月）～２月９日（金）※請求前に

教育相談を受けてください　願書受
付／２月１９日（月）～２３日（金）
検査のとき／３月６日（火） とこ

ろ／県立沼津盲学校　入学時の費
用／入学金、授業料は不要です。
問合せ／県立沼津盲学校教育相談係
電話０５５‐９２１‐２０９９

子犬・子猫の里親さがし
不幸になる可能性のある子犬・子

猫に幸福になれるチャンスを作り、
また動物の愛護と正しい飼い方につ
いて関心と理解を深めてもらうこと
が目的です。 とき／１月２８日（日）
１４：００　ところ／三島市保健センタ
ー（三島市南二日町８‐３５） 注意事

項／里親希望者は、保護者同伴で、
印鑑をご持参ください。 里子提供

受付／１月１４日（日）～２０日（土）
※里子は生後４５日～４カ月の子
犬・子猫に限ります。 下記の窓口動
物病院で健康診断（無料・要印鑑）を
済ませ、当日会場に連れて来てくだ
さい。受付窓口／にらやま動物病院　
電話０５５‐９４９‐７６７３、ながおか動
物病院 電話０５５‐９４８‐１１７７、伊豆
動物病院 電話０５５‐９４９‐２１８９、エ
ルク動物病院 電話０５５８‐７６‐８１１１
問合せ／上記動物病院か田方獣医師
会ホームページhttp://tagata-vet.com/

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

スキーキャリーバック（黒） 無　料
スキーキャリーバック（オレンジ）無　料
アップライトピアノ　　　無　料
足置きこたつ　　　　　　無　料
子ども用スキー靴（２０�A） 無　料
建築用平行定規　　　　　応　談
建築用ドラフタ　　　　　応　談

小学校高学年用百科事典　応　談

【ゆずってください】

赤車　　　　　　　　　　応　談
天体ドーム　　　　　　　応　談
はた織機全般　　　　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１５�V）応　談
アップライトピアノ（ヤマハ） 応　談
サナルがんばっテキスト（中２・３年）応　談
大仁中男子制服（１６０～１７０�A）応　談
長岡南小男子制服（１３０㌢） 無　料
ベビーベッド　　　　　　無　料
大人用自転車　　　　　　無　料
一輪車（２０�V以上） 無　料
足踏みオルガン　　　　　無　料
長岡南小女子半袖ブラウス（１６０�A）無　料
農業用ハウス　　　　　　無　料
大人用マウンテンバイク　無　料
韮中男子制服･ジャージ

（１６０�‘１７０�A） 無　料　
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料

電動ミシン　　　　　　　無　料

問合せ 市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４
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お・知・ら・せ

目指せ、イチゴの消費拡大！
静岡いちごフェア

静岡イチゴの魅力を情報発信する
「静岡いちごフェア」を開催します。
韮山駅からシャトルバスも出ますの
で、お誘い合わせてお越しください。
とき／１月２７日（土）～２８日（日）
１０：００～１６：００　ところ／長岡体
育館　内容／①静岡イチゴなるほど
セミナー　②イチゴの展示…イチゴ
のオブジェ、イチゴの紹介パネルな
ど　③ステージイベント…品評会表
彰式、小学生以下のこども対象の
「おいしい紅ほっぺ笑顔大会」、アト
ラクション（コンサート等）、④イ
チゴデザートづくり、⑤イチゴの試
食、⑥イチゴや加工品の販売　入場
料／無料　問合せ／県農業水産部み
かん園芸室 電話０５４‐２２１‐２７３３

第４６回静岡県芸術文化祭
優秀作品特別展

静岡県芸術祭美術部門の美術展、
書道展・写真展において入賞した作
品を一堂に集め、展示します。ぜひ、
お出かけください。入場無料です。
とき／平成１９年１月１７日（水）～
１月２２日（月）１０：００～２０：００
（最終日は１６：００まで） ところ／

イシバシプラザ４階ホール（沼津市
高島本町１‐５） 問合せ／県教育委
員会文化課　電話０５４‐２２１‐３１５９

ふじのくに“食感フェア”
東部まるごと市

日本一の標高差７，０００ｍの県東
部地域。山から海の自然の恵みを味
わってみませんか。県東部地域の特
産物を一堂に集めたマーケットを開
催します。ジューシーなイチゴ「紅
ほっぺ」の試食や県東部の特選素材
を使った「食感鍋」を無料で提供し
ます。皆さんのご来場をお待ちして
います。※入場無料 とき／１月
１４日（日）９：００～１５：００　ところ／
キラメッセぬまづ　内容／県東部地
域の農林水産物や特産加工品の展
示・販売、食感鍋の無料配布（限定
１，０００食） 問合せ／東部農林事
務所 企画経営課　電話０５５‐９２０‐
２１５７

巡回交通事故相談
県の交通事故相談所の相談員が、

交通事故に関するさまざまな相談に
応じます。相談は無料です。希望す
る人は事前にご予約ください。 と

き／１月２４日（水）１０：００～１５：０
０　ところ／大仁庁舎１階相談室
申込み・問合せ／市役所安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

税理士による無料税務相談
とき／１月１０日（水）、１７日（水）
１３：００～１５：００　ところ／東海税
理士会三島支部税務指導所（三島市
大宮町３‐２０‐２１）※相談日はお問
い合わせください。 問合せ／東海
税理士会三島支部 電話０５５‐９７２‐
１６６８

郵便局業務の一部変更
平成１９年１０月１日の民営化・分

社化に向け、１月２９日（月）から伊
豆長岡郵便局、韮山郵便局、大仁郵
便局の業務の一部を変更します。
変更内容／①郵便の時間外窓口が利
用できなくなります。②不在で受け
取れなかった郵便物等は、これまで
どおりご連絡いただいて再配達しま
すが、その問い合わせ先は三島郵便
局になります。
問合せ／三島郵便局郵便課　　

電話０５５‐９７５‐０００１
伊豆長岡郵便局 電話０５５‐９４８‐０００１
韮山郵便局　電話０５５‐９４９‐１００１
大仁郵便局　電話０５５８‐７６‐１０６８

日本国内で狂犬病が３６年ぶりに発
症しました。感染原因はフィリピンで
腕を犬に噛まれたためというもので
す。しかし、現在の日本国内には狂犬
病は存在していません。それは狂犬病

予防法による法律に基づいた管理体制になってい
て、予防注射の接種と犬の登録が飼主の義務にな
っているためです。
まだ狂犬病予防接種を受けさせていない人、登
録をしてない人は早急に手続きをお願いします。

広報１２月１５日号２ページに掲
載した『代理のときは忘れずに』
記事の戸籍謄（抄）本などを業者
（自動車のディーラーや金融機関な
ど）が取得できるのは、特定の場
合に限ります。ご注意ください。
問合せ 市役所市民サービス課　

電話０５５‐９４８‐２９０１

苗木のあっせん
造林用苗木（スギ・ヒノキ・クヌ

ギ）のあっせんを行います。注文

の締め切りは１月２６日（金）です。

詳しくは、広報１月１５日号で

お知らせします。

問合せ ●市役所農業振興課

電話０５５‐９４８‐１４８１

●大仁支所地域振興課

電話０５５８‐７６‐８００３

●韮山支所地域振興課

電話０５５‐９４９‐６８０２

忘れてませんか？

犬の登録と
狂犬病予防注射

問合せ　市役所環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

ご注意
ください
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沼津フリーマーケット
フェスティバル

と き／１月２８日（日）１０：００～
１５：００　ところ／キラメッセぬま
づ　内容／フリーマーケットコーナ
ー、ごみの中からこんなもの展、お
もちゃ病院、廃油石けん作り実演、
エコたわし作り体験、ごみ情報発信
展示コーナー、沼津市内の環境ＩＳ
Ｏ審査登録企業の取り組み紹介など
問合せ／沼津市ごみ対策推進課　電
話０５５‐９３４‐４７４３

泉のまち音楽会
瀬川良夫石笛

いわぶえ

コンサート
とき／１月２７日（土）１９：００～２０：
３０　ところ／清水町公民館ホール
出演／瀬川良夫　演奏曲目／津さく
らさくら、竹田の子守唄など　入場
料／無料　問合せ／清水町公民館
電話０５５‐９７２‐６６７８

三島宿『地口行灯
じぐちあんどん

』と
新春開運初午ツアー

●地口行灯 とき／２月３日（土）～
５日（月）【点灯時間】１７：３０～２０：
３０　※展示は１１日（日）まで　と
ころ／三島市内商店街①大社前～広
小路駅前、②広小路笑栄通り、③芝
本町～一番町　内容／全国から公募
した川柳や地口の入選作品と戯画を
描いた行灯を設置し、ほのかな明か
りで演出します。
●初午ツアー参加者募集

とき／２月４日（日）※小雨決行
集合／三嶋大社１０：００～１１：００に
受付　コース／三嶋大社～三石神社
～宮さんの川～源兵衛川～三嶋大社
（自由解散）※市内１４カ所のお稲荷
さん巡り。参加無料。 所要時間／

徒歩で約２時間　問合せ／三島市商
工振興課　電話０５５‐９８３‐２６５５

修善寺梅林『梅まつり』
修善寺梅林は、樹齢１００年を越

える古木や樹齢３０年程度の若木を
合わせて２０種３，０００本の紅白梅が
植えられ、総面積３０，０００㎡の小
高い丘稜地いっぱいに梅の花が咲き
乱れます。期間中は、土産店や飲食
店が出店され、たき火で焼いた伊豆
市特産品の『鮎の塩焼き』や『しいた
け焼き』が人気を集めます。また、
茶室『双皎山荘』では野点が楽しめ
ます。園内には、岡本綺堂の『修善
寺物語』の記念碑をはじめ６本の文
学碑があり、観梅しながら文学が楽
しめます。 とき／２月１日（木）～
３月１１日（日） ところ／修善寺
梅林（修善寺虹の郷手前） 入場

料／無料　駐車場／乗用車３００円
問合せ／伊豆市観光協会修善寺支部
電話０５５８‐７２‐２５０１

市では、子育てを支援する
「地域子育て支援センター」を２
カ所開設しています。親子で来
園して楽しく遊んだり、友達を
作ったり、保護者の育児情報交
換の場としてご利用ください。
市内に住所があり、小学校就学
前までの幼児と保護者なら、ど
なたでも無料で利用できます。
また「子育て相談」もありま

すので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１１：３０）

※１月１日（月）～４日（木）、８日（月）は休園

１７日（水）１０：００～１１：００　　
たこをつくってであそぼう　
（※事前申し込みが必要です）
●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
みを持つ皆さんの相談に、園長
または専門の保育士が応じてい
ます。ぜひご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

※１月１日（月）～３日（水）、８日（月）は休園

５日（金）正月遊び
９日（火）絵本の読み聞かせ
１２日（金）交通安全教室
１６日（火）リズム遊び
１９日（金）誕生会
２３日（火）避難訓練
２６日（金）製作
３０日（火）クリーン作戦　　

行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園へお問い合わせください。

●
今
年
は
家
の
紅
葉
が
す
ご
く

き
れ
い
に
色
づ
き
、記
念
に
と
、

つ
い
カ
メ
ラ
で
写
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
（
古
奈
・
六
十
五

歳
・
男
性
）

→

そ
れ
は
見
て
み
た
か
っ
た
で

す
。
今
度
、
四
季
折
々
の
写
真

が
上
手
に
撮
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
送

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
（
先
月
号
の
『
施
設
へ
行
こ

う
よ
！
』
を
読
ん
で
）
蛭
ヶ
島

茶
屋
に
炭
が
入
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
い

ろ
り
で
心
ま
で
暖
か
く
い
や
さ

れ
ま
す
ね
。（
四
日
町
・
六
十

九
歳
・
女
性
）

→

今
の
時
期
は
、
も
う
茶
屋
の

い
ろ
り
に
炭
が
入
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
散
歩
や
買

い
物
の
帰
り
道
、
ち
ょ
っ
と
立

ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
緑

茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
、
ほ
っ

と
一
息
つ
け
ま
す
よ
。

●
ぼ
く
は
、
た
く
あ
ん
（
ダ
イ

コ
ン
）
が
大
好
き
で
す
。
早
く

お
い
し
い
の
が
で
き
な
い
か
な

あ
。（
三
福
・
九
歳
・
男
性
）

→

お
正
月
、こ
た
つ
に
入
っ
て
、

お
せ
ち
料
理
と
一
緒
に
食
べ
る

浅
漬
け
の
た
く
あ
ん
は
最
高
で

す
ね
。
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

●
市
に
い
っ
ぱ
い
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
期
待
し
ま
す
。（
古

奈
・
四
十
八
歳
・
女
性
）

→

十
一
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ

た
『
下
駄

ダ
ン
ス
コ

ン

テ

ス

ト
』
は
、

会
場
は
満

員
、
大
盛

況

で

し

た
。
今
月
も
お
す
す
め
イ
ベ
ン

ト
目
白
押
し
で
す
。
イ
チ
ゴ
好

き
に
は
た
ま
ら
な
い
『
韮
山
農

業
ま
つ
り
』、
そ
し
て
、
こ
れ

ま
た
初
開
催
の
『
パ
ン
祖
の
パ

ン
祭
』、
さ
ら
に
伊
豆
長
岡
温

泉
伝
統
の
『
鵺ぬ
え

ば
ら
い
祭
』
な

ど
、
毎
週
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
（
六

〜
七
ペ
ー
ジ
記
事
参
照
）。

●
月
は
じ
め
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
は
、
前
月
の
広
報
紙
で
知
ら

せ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
回
覧
板

で
配
布
さ
れ
て
き
た
と
き
に

は
、
も
う
日
が
過
ぎ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。（
四
日
町
・
五
十
七

歳
・
男
性
）

→

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
内

容
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。な
お
、

細
か
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な

く
て
も
、
広
報
十
五
日
号（
新

聞
折
り
込
み
版
）に
は
、
翌
月

の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
診
療
医
な

ど
も
載
っ
て
い
て
と
て
も
便
利

で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎月、正解者の中から抽選で１０人に入浴剤（伊豆
長岡温泉）１セット（３袋入り）をプレゼントします。
皆さんのご応募お待ちしています。【応募方法】はが
きにクイズの答えと住所、氏名(フリガナ)、年齢(学
年)、職業、電話番号、身近な話題や感想、広報紙へ
のご意見などを書き添え、平成１９年１月１５日（月）ま
でに下記へお送りください。いただいたご意見など
は、広報で紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１

伊豆の国市 企画部 企画財政課
【先月の答え】「大根」 正解者は４１／４１人
【当選者：順不同・敬称略】

大川英一、杉山秀子、山下弥生、山田善子、小塚久一、

鈴木節子、大石隼、飯田富夫、杉山真紀、諏訪三千子

ルール
●タテ・ヨコにある数字は、各列で連続して塗られる黒マスの数
を表す。タテ・ヨコの数字が矛盾しないようにマスを塗る。
●１列に数字が２つ以上ある場合は、その順番どおりに黒マスが
並ぶ。隣り合った数字の黒マス同士の間は１マス以上開ける。
ヒント：１０の列から始めるとやりやすい。今年は彼が主役！

下
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
マ
ス
を
黒

く
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
く
と
、
何
か
の

絵
柄
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
そ
の
絵

柄
が
何
か
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

問
題

1 1 3 2 1 1 1 1
1 1 3 3 2 2 2 1 2 1
1 2 2 3 1 2 2 3 2 1

2
10
2

2 2
2 2
4 2
2 2
2 2
2 4

2  2 2
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◆市内に点在する多くの公共施設。これらの施設を皆さんにもっと利用していた
だけるよう、このコーナーでは、市内にある公共施設を順次紹介していきます。

いずのくにいずのくにのの女女ひと

２１人目

伊豆の国市内に住む、働く、または縁のある、輝いてる女性たち。
今回は、２月２４日（土）・２５日（日）に第１０回公演『役

えん

の行者
ぎょうじゃ

』を行う、
韮山時代劇場付属劇団『いず夢

む

』の劇団員、矢田晃代さんを紹介します。

ん
で
す
」と
晃
代
さ
ん
。
実
際
、

発
表
会
『
こ
と
ば
あ
そ
び
』
や
、

今
回
の
『
役
の
行
者
』
な
ど
、
最

近
は
地
元
ゆ
か
り
の
題
材
に
積

極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

『
役
の
行
者
』
と
は
、
飛
鳥
時

代
に
い
た
と
さ
れ
る
、
修
験
道

し
ゅ
げ
ん
ど
う

の
開
祖
・
役
小
角

え
ん
の
お
づ
ぬ

の
こ
と
。
近

畿
の
大
和
葛
城
山

や
ま
と
か
つ
ら
ぎ
さ
ん

で
修
行
し
、

一
時
伊
豆
の
地
に
配
流
さ
れ
た

と
い
う
説
も
あ
る
人
物
で
す
。

「
こ
の
公
演
は
、
役
の
行
者
が
、

妖
怪
を
退
治
す
る
ほ
ど
の
神
通

力
を
持
ち
な
が
ら
も
、
己
の
心

と
戦
い
、
情
と
戦
う
、
人
間
の

葛
藤
を
描
い
た
物
語
で
す
」。

晃
代
さ
ん
は
、
役
の
行
者
に

付
き
従
う
鬼
の
役
で
出
演
。「
今

回
は
、
衣
装
も
す
ご
い
ら
し
い

で
す（
笑
）」と
晃
代
さ
ん
。
公
演

が
楽
し
み
で
す
ね
。

ま
た
一
方
で
、
絵
を
描
く
の

食べ物は何でも好き。趣味はイラストを
描くこと、文化財めぐり。好きな場所は
京都の上賀茂神社。

が
得
意
な
晃
代
さ
ん
は
、
旧
韮
山

町
役
場
ア
ル
バ
イ
ト
時
代
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
『
ハ
ニ
ラ
ッ
タ
』
を
生

み
出
し
ま
し
た
（
ペ
ー
ジ
右
上
）。

そ
し
て
、『
役
の
行
者
』
ポ
ス
タ

ー
の
イ
ラ
ス
ト
も
晃
代
さ
ん
の
手

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
か
ら
驚
き

で
す
。
ハ
ニ
ラ
ッ
タ
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
迫
力
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
、

市
内
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
晃
代
さ
ん
か
ら
、
市
民

へ
一
言
。「
ま
だ『
劇
団
い
ず
夢
』

の
公
演
を
観
た
こ
と
が
な
い
、
と

い
う
皆
さ
ん
、い
ま
や
劇
団
員
は
、

韮
山
地
区
の
人
の
み
な
ら
ず
、
伊

豆
長
岡
・
大
仁
地
区
や
市
外
か
ら

も
参
加
し
て
、
い
い
舞
台
を
作
ろ

う
と
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
活
動
内
容
は
、
公
共
施
設

等
に
あ
る『
劇
団
い
ず
夢
・
か
わ

ら
版
』で
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
週
金
曜
夜
の
稽
古
も
、
気

軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
藤

田
座
長
以
下
、
団
員
一
同
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」。

昨年の公演。写真中央下が藤田座
長、左から３人目が晃代さん

校
時
代
は
演
劇
部
に
所
属

し
、
就
職
し
て
地
元
に
戻
っ
て
き

た
と
き
、
な
ん
と
な
く『
韮
山
時

代
劇
場
付
属
劇
団
』に
入
り
ま
し

た
」と
、
き
っ
か
け
は「
な
ん
と
な

く
」
の
晃
代
さ
ん
で
す
が
、
プ
ロ

の
女
優
で
あ
る
座
長
の
藤
田
弓
子

さ
ん
に
身
近
で
接
し
、
刺
激
を
受

け
た
よ
う
で
す
。「
座
長
は
す
ご

い
人
。
い
つ
も
優
し
く
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
ま
す
。
演
技
も
褒
め

て
伸
ば
す
人
で
、
怒
っ
た
と
こ
ろ

は
見
た
こ
と
が
な
い
で
す
ね
」。

劇
団
は
今
年
で
創
設
八
周
年
。

昨
年
春
に
は
、
愛
称
を
『
劇
団
い

ず
夢む

』と
付
け
ま
し
た
。「
座
長
曰

く『
い
ず
夢
＝ism

と
は
、
〜
主
義

と
い
う
意
味
だ
け
ど
、
伊
豆
に
根

ざ
し
て
楽
し
い
空
間
を
創
造
し
た

い
』、
つ
ま
り
市
に
な
っ
て
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
、
劇
団
の
決
意
な

広報「いずのくに」は、毎月１日号と１５日号を発行しています。
１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド版）

は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

広報

は毎月２回発行！

「
高
　

26

矢田
や　た

晃代
あきよ

さん（四日町）

平
成
十
六
年
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
広
場
に
あ
っ
た
飲

泉
所
「
北
斗
の
泉
」
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
、
足
湯
、
飲
泉
所
、
休

憩
所
を
併
設
し
た「
姫
の
あ
し
湯
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

観
光
客
や
買
い
物
帰
り
の
人
、

散
歩
途
中
の
地
元
の
人
た
ち
が
絶

え
ず
訪
れ
、
世
間
話
を
し
な
が
ら

お
湯
を
楽
し
ん
で
い
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
す
。

こ
こ
は
、
一
度
に
十
二
〜
十
五

人
ほ
ど
が
入
れ
る
御
影
石
で
囲
ま

れ
た
大
き
な
浴
槽
が
特
徴
。
も
ち

ろ
ん
車
い
す
で
の
入
浴
が
で
き
る

よ
う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応

源
泉
そ
の
ま
ま

●住所　古奈２５５

（アクシスかつらぎふれあい広場内）

●運営時間 ６：００～２４：００

●入場料　無料

●駐車場　アクシスかつらぎ駐車場

をご利用ください。

●問合せ　観光商工課

電話０５５‐９４８‐１４８０

姫のあし湯

し
て
い
ま
す
。

噴
出
口
か
ら
注
が
れ
る
の
は
、

源
泉
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
掛
け
流
し

湯
。
弱
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
、

肌
を
き
れ
い
に
す
る「
美
人
の
湯
」

と
し
て
も
有
名
な
伊
豆
長
岡
温
泉

の
源
泉
が
惜
し
み
な
く
注
が
れ
て

い
ま
す
。
無
色
透
明
で
刺
激
が
弱

い
た
め
、
誰
で
も
入
り
や
す
く
、

優
し
い
入
り
心
地
。

季
節
に
よ
り
体
感
温
度
に
差
が

あ
り
ま
す
が
、
熱
い
湯
を
好
む
人

は
噴
出
口
あ
た
り
に
、
ぬ
る
め
の

お
湯
を
好
む
人
は
ち
ょ
っ
と
離
れ

た
と
こ
ろ
に
座
れ
ば
温
度
の
調
節

も
で
き
ま
す
。

脱
衣
所
が
な
い
の
で
、
で
き
れ

ば
靴
下
で
、
タ
オ
ル
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

お
湯
の
衛
生
を
保
つ
た
め
、
深

夜
に
浴
槽
の
お
湯
を
す
べ
て
抜
き

出
し
、
翌
朝
入
れ
替
え
ま
す
。
そ

冬
の
醍
醐
味

い
よ
い
よ
温
泉
の
恋
し
い
季
節
到
来
。
絶
え
間
な
く
湧

き
出
る
温
泉
の
恩
恵
で
あ
る
足
湯
を
、
だ
れ
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
の
は
、
温
泉
地
に
住
む
私
た
ち
の
特
権
で
し
ょ

う
。
良
質
の
温
泉
に
足
を
浸
し
て
、「
ほ
っ
」
と
一
息
つ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
ゆ
〜
っ
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
。

第１０回　姫のあし湯

の
た
め
、
深
夜
十
二
時
以
降
は
足

湯
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
を
。

飲
泉
所
か
ら
は
、
足
湯
同
様
、

源
泉
が
絶
え
ず
流
れ
出
て
い
ま

す
。
飲
み
や
す
い
温
度
で
、
腎
臓

病
や
高
血
圧
症
等
に
効
果
あ
り
。

足
と
胃
で
吸
収
す
れ
ば
、
体
の
芯

か
ら
ホ
カ
ホ
カ
に
。

こ
の
お
湯
は
、
消
毒
を
し
て
い

な
い
た
め
、
持
ち
帰
っ
て
の
飲
用

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

姫
の
あ
し
湯
が
あ
る
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、

現
在
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
中
。
白
色
と
青
色
に
輝
く
光
が

体
の
中
か
ら

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。
光
の
世
界
に
溶
け
込
ん

で
足
湯
に
浸
か
れ
ば
、
日
ご
ろ
の

疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
そ

う
。
冬
の
み
の
企
画
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
、二
月
末
ま
で
実
施
予
定
。

広々と清潔感のある浴槽

この時期はイルミネーションも楽しめます

純和風の東屋が
温泉情緒を醸し出しています

『
劇
団
い
ず
夢
』の

問
合
せ
　
韮
山
時
代
劇
場

電
話
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

文化財保護推進キャラ
『ハニラッタ』


